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授業検討 公開授業Ⅰ
公開授業Ⅱ

みんなでつくる授業

昼

食

協議会Ⅰ

鈴⽊授業協議 

協議会Ⅱ

みんなでつくる

授業協議

講演会

『国語の楽しさを子ど

もに届けたい』

みなさん

と共に、

授業を考

えます。

５年１組

授業者

鈴⽊ 俊祐

横浜国立⼤学

附属横浜⼩学校

２年 

授業者：森 壽彦 

お茶の水女子⼤学

附属⼩学校

授業内容

物語文×漫画
指定討論者

成家雅史先⽣

相模女子⼤学

准教授

「わたしは、

こう⾒た！」

２年 

森授業協議

登壇者

⻘山由紀先⽣

（淑徳⼤学教授 

光村図書⼩学校国語教

科書編集委員）

茅野政徳先⽣

（山梨⼤学教授 

光村図書⼩学校国語教

科書編集委員）

⽩川治先⽣

（お茶の水女子⼤学

附属⼩学校

教材開発ユニット代表）

授業内容

「⼩説を音楽に」

〜YOASOBIは原作
の何を⼤切にして

いるか〜

５年

授業者：麻⽣ 達也 

秦野市立堀川⼩学校

授業内容

説明文×洗剤CM

５年

麻⽣授業協議

会場
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創造国語　教材開発ユニット

(土) ８：５０～１６：３０

申し込み締め切り　セミナー前日　令和８年８月21日（金）の21時までにお申し込みください。

【本セミナーへのお問合せ】

白川治(お茶の水女子大学附属小) 

E-mail:shirakawa.osamu@ocha.ac.jp

【創造国語へのお問合せ】

茅野政徳(山梨大学) 

E-mail:mkayano@yamanashi.ac.jp

第３回セミナー

横浜国立⼤学附属横浜⼩学校

未未
来来のの

KKOOKKUUGGOO未未
来来のの

KKOOKKUUGGOO

ここに
二次元
コード

下記のURLまたは右のQRコードから peatix の申し込み受付ページにアクセスし、必要事項を入力してください。その

際、事前に資料代として1000円をお支払いいただきます。

創造国語 教材開発セミナーURL:https://kyouzaikaihatsu.peatix.com/

【注意事項】

・登録するメールアドレスは、お間違えのないよう、ご確認ください。

・資料は、８月１９日（水）にメールでお送りする予定です。

・更新された情報等はその都度メールにてご連絡いたします。



公開授業Ⅰ　〜みんなで考える授業〜

「先生～、長くて難しくてよく分かりません…」 
「先生～、どこに線を引けばいいですか？」 
「先生～、ふりかえり？ 楽しかったです！」 
　そんな説明文指導における「三大つまずき」

を撃退せよ！ そこで提案するのが「洗剤のCM」
　短いから、つかめる。

　伝わるから、気付く。

　比べるから、見えてくる。

　高学年の説明文指導に、明日から使える魔法

の杖を。創造国語からの新提案です！

２年　【物語文×漫画】
森　壽彦　お茶の水女子大学附属小学校

教材開発ユニットから

　教科書教材と、子どもたちの読書実態との「ギャップ」を感じることはあ

りませんか？ タブレットやスマホで興味が多様化している現代、教科書だけ
では活発な言語活動が難しくなっています。

　 だからこそ私たちは、子どもが思わず前のめりになる「楽しく、力のつ
く」新たな教材開発と授業を提案します。

　あなたに、国語の楽しさをお届けします！

　ひとつの物語が「小説」や「音楽」という異なるメディアで表現され

るとき、そこにはどのような「表現の意図」があるのでしょうか。本授

業では、人気音楽ユニットの楽曲と、その原作小説の読み比べに挑戦し

ます。「あえて描写を削ったのはなぜか？」という表現の“ずれ”をフック
に、言葉の選択や省略に隠された作者の意図を分析。

　作品を受動的に味わうだけでなく、表現の背景にある意図を問い続け

る「主体的な読み手」を育む、新しい高学年の国語授業を提案します。

公開授業Ⅱ　〜みんなでつくる授業〜

５年　【説明文×洗剤CM】
麻生　達也　秦野市立堀川小学校

５年１組
「小説を音楽に」
～作者の伝えたいこと～
鈴木　俊祐
横浜国立大学附属
横浜小学校

　「お手紙」の登場人物の行動から、その内面の高

まりを子どもたちは読み解けているでしょうか？日

常的に親しんでいる「漫画」の特定場面のコマから

行動や様子を読み解く活動は、物語の登場人物の内

面を具体的に想像する手掛かりとなります。

　本提案では、漫画をプレ教材として活用し、日

常の想像と物語の想像をつなぐ、新しい国語授業

の可能性を見出していきたいです。新たな教材の

アイデアで国語を楽しむきっかけを共に探ってみ

ましょう。

講演会　『国語の楽しさを子どもに届けたい』

お茶の水女子大学附属小学校

教材開発ユニット代表
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